
 作 風 か ら の 舞 踊 創 作
 一 作 者 が 捉 え た作 風 一

 高 橋 和 子

 足 立 美 和

【目的】舞踊経験が様々な大学生, 院生が各々振

付者になり, 作風からの舞踊創作 を行う試みは, 

(1)生活経験を生かし作風を捉え新 しい作 り方に新

鮮 さや面白さを感 じ, (2)各振付者は積極的に作品
づ くりに取 り組み, 創作過程 にも個性が発揮でき, 

(3)振付者と踊 り手の関係は親密的, 援助的である

事が, 明らかになっている(高 橋和子 「作風からの

舞踊創作の試み」体育学会第46回 大会資料95年)。

 今回はこの創作 において, 作者が各作風をどの

様に捉え表そうとしたかを知る事が目的である。

【方法】

1. 対象授業 94～96年 度本学半期集中合同授業
・大学院共通指導計画論 「表現教育の指導計画」

・学部 「表現基礎パフォーマンス」

2. 作品創作 1)作 品数: 60作 品

2) 作風: 作者は12の作風から好 きな作風, 踊 り

手を選び 「どうすればその作風 ら.しくなるか」を

考え振付け(踊 り手の助けを受けてもよい)。

3) 創作時間: 20～45分 とし, 作者が完成したと

いう時点で同じ条件でビデオ撮影 した。

3. 分析方法 作者が捉 えた 「作風のミニマム
エッセンシャルズ(大 切にして事)」 の記述内容を, 

松本千代栄の 「舞踊表現の構造 と要素」で分析。

【結果 と考察】

1. 選ばれた作風 (表1参 照)

 作者は作風の解説文を手掛かりに作風を選択 した

が, 選ばれた作風は分散している。特に多かったの

は 「感覚的」で, これは舞踊創作前に授業の一貫と

して, 感覚の覚醒や身体知覚, 自然や人との関わり

をメインにした宿泊体験を実施した影響 とも考えら

れる。次に多いのは 「幻想的」「抽象的」「叙情的」

「力動的」である。少ないのは 「構成的」「技巧的」

「自然的」であり, 舞踊経験が少ない事, 技術や構

成力, 全体の見通 しが無い事, 自然な感 じの表現の

難 しさ等が選択されない理由と思われる。

 また男性は 「抽象的」「感覚的」「力動的」を選

び, 女性は 「幻想的」「叙情的」を選 んだ。一般

的に男性は理性的で抽象的思考や力強さを好み, 

女性は感情的でロマンティックな思考を好む等と

言われ, 作風選択にも同様な事が言えた。

 以上, 選択された作風は, 感覚や感情や力強さ
という本人にとってより直接的なものであった。

2. 作風を捉える上でのミニマム・エッセンシャルズ (表2)

作者が作風を捉える上で大切にした事柄を分析

した結果, 次の様な傾向が見 られた。「感覚的」

では感覚や自然をテーマに, 感 じたままを踊 り手

同士関わって, 鑑賞者 にも感覚的に捉えてほしい

事。「幻想的」では情景や夢 を思い描 き, 柔 らか

で流れる様な動 きをゆっくりと神秘的に。「抽象

的」では抽象的で馴染みのないテーマを無表情で

シンプルに踊 り, 見る者に様々な解釈 を与える。

「叙情的」では孤独や喜び等の感情 をテーマに, 

表情豊かに感情のまま直接的に各自の思いを自由

に大切に。「力動的」は攻撃的で力強さを単純な

動 きで,「 写実的」はテーマによって動 きが異な

り,「宗教的」 は祈 りとい う非 日常 を統一感 を

もった祈 りの動 きで厳かに神秘的に,「視覚的」

は列や配置を考慮 し分か りやす く,「劇的」は突

然の変化を対比 した動 きで劇的に表現する事が, 

大切にされていた。

 以上の事から, 作風の解説文の内容が, 多 くの

作風の主題や運動や情調に相当影響 を与えている

事,「 感覚 ・幻想 ・叙情」的ではゆっ くりな動 き

や展開が, 叙情的では表情豊かに抽象的では無表

情に, 写実的では様々な主題に応 じた動 きや筋が

要求 されていた事などが分かる。

【結論】

1. 多 く選ばれた作風は 「感覚」「幻想」「叙情」

「力動」的で感覚や感情などに直結するもので

あった。

2. 作者は作風の解説文の影響を受け, 主題や運

動, 情調を捉えてお り, 選ばれた動きの質感や

作品の展開が共通する作風もあった。

表1

他:(7)宗教(8)視覚(9)劇(10)構成(11)技巧(12)自然 ＊〈男性〉

表2
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